
被曝した作業員の労災認定は？   
原発はおよそ一年に一度、運転を停止し数ヶ月間の定期検査をする。２千から

３千人の労働者が線量計をつけて作業するのだが、 1966 年の東海村で原子力発

電が始まって約半世紀、被曝によるがんと労災認定されたのは 1999 年の JCO 臨

界事故の 3 人を除けば、わずかに１０人だ。  

下の表に示すようにこれまで放射線被曝で労災が認定された一番低い線量が

５mSv だ。今回の福島原発事故から 2013 年７月現在、この値を超えた人は 13808

人にのぼる。年間の制限値５０mSv を超え人が 1482 人、一番被曝した人はなん

と最大 678．8mSv だ。  

（「被ばく労働自己防衛マニュアル」被爆労働問題プロジェクトパンフより）  

  

                  


